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１．序論 このテーマを選んだ理由
現在は、コロナウィルス感染症の感染拡大の影響による社会不安が広がり、心や体に変調をきたす人が増えて
いる。この影響は、特に女性や社会的弱者と呼ばれる方に広がっているようだ。そこで、私は、このような不
安な状況において、いち早く自分自身の心の状態を客観的に「表示」することができれば、早い段階で，自身
の心や体の問題に気付き、それに対する対策をすることができるようになるのではないかと考えた。そこで、
micro:bit を使って、その人の心の状態を表示する装置を作成してみることにした。

上は自殺者のデータ 1978年–2009年までの10万人
令和二年度の女性の自殺者数 あたりの国別自殺数
が六月になって令和元年度の 色で表した地図。赤が濃い
推移を大きく上回っている と自殺者が多い。日本は…
男性も同様のことがいえる。

２．プログラム作成の前に…
プログラム作成をする前に、私のクラスで、心理的

環境（生活・家庭環境）と心理的状態との関連を調べ
るアンケートを実施した。

このアンケートを実施することによって、現代に起
こっている心の悩みを解明するだけでなく、客観的な
環境との関連も調べることで、ストレスと育ってきた
環境や性格との関係性を明確にすることができる。

このアンケートを基に、明確なストレスを感じてい
なくとも、生活環境や性格によって深刻な事態に陥る
前にストレスを早期発見できるようなプログラミング
を 作成することができるのではないかと考えた。

右側には日本人の特性の資料を載せた。日本人の心
の悩みの早期発見の難しさが見て取れる。

～アンケートの概要と方法～
・アンケートの内容
今回は、厚生労働省 労働者の疲労蓄積度自己

診断チェックリストの一部を心理的状態調査を、

「日本大百科全書 ニッポニカ 電子書籍版 項
目『家庭内暴力』 原野広太郎著」を参考に心理
的環境（生活・家庭環境）調査をそれぞれ作成し
た。

・実験方法
・アンケートは匿名、17歳の男女22名が回答
・アンケートは
〔良くある、当てはまる、はい〕
〔たまにある、時々起こる（一部項目なし）〕
〔ない、当てはまらない、いいえ〕
から一つ選び○を付ける。アンケートは右下。

４．アンケートの結果、考察
・心理的環境と心理的状態との間には目立った相関

関係がなかった。ほとんどの生徒は家庭環境が整っ

ていた。（図１の相関関係を参照）

その代わりに、勉強関連でのストレス（勉強中の強

い眠気、集中力など）を抱える生徒が多かった。

（次のページ

図2,3,4参照）

17歳という年齢上、受験ストレスが高まっている可

能性がある。

年齢別に、ストレスの内容、感じ方が異なってくる

可能性があるため、心理的環境と関連が薄くなって

しまったのでは？

ここまでのまとめ
１．心の悩みを客観的に表示でき
るシステムを作ろうと考えた。
２．プログラムを作る前に
アンケートを実施
３．心理的状態と心理的環境
（家庭・生活環境）の関連は薄い

👇

考察：年代別にアンケートを変え
るのは困難、新たな指標が必要。



～プログラムの概要１～
・micro:bit 1つ目の動作

今回は「厚生労働省 労働者の疲労蓄積度自己診断チ
ェックリスト」を参考に、一部アレンジさせて製作し
てみた。また、図5、図６の結果から、心理的環境と

加害者のなりやすさにも関連があるのではと思い、心
理的環境調査の質問も加えた。＊

各質問に対し、「よくある」は３点「時々ある」は１
点、「ほとんどない」は０点のように点数化させる。

合計得点が２１点以上の人は「かなり心が疲れてい
る」１０点以上２０点以下の人は「やや心が疲れてい
る」、９点以下の人は「今は大丈夫だが油断禁物」と
文字で知れせる装置。
なお、質問などは英語で表示。
また、点数化させたデータは、PCとのシリアル通信を
使ってMakeCord Editor に表示することができるように
した。

出典、参考
＊一部のみ
１．序論 男女別 月別の自殺者の推移：警察庁のデータをグラフに編集
１０万人当たりの国別自殺者の地図：Värnik , P. (2012). “Suicide in the world". International Journal of Environmental Research and Public Health. 
・プログラムの概要１＊の根拠『中学生におけるいじめの停止に関連する要因といじめ加害者への対応』本間友巳*
・プログラムの概要２⁂の根拠：『観葉植物のグリーンアメニティ効果に関する研究（第一報）植物がオフィスワーカーの心理・生理反応及び
プロダクティビティに及ぼす影響 study on Green Amenity Effect of Foliage Plants, Part 1 effect of Foliage Plants on Office Workers’ Psychological 
Responses and Productivity』
・不快指数と心理的状態との関連について：『生理的尺度と環境要因を用いた不機嫌指数取得方法の提案
† Yu-ki Kajiwara(kajiwara@ht.sfc.keio.ac.jp) Faculty of Policy Management, Keio University (†)』
ご協力：電気通信大学 笹倉 理子先生 ご協力ありがとうございました。

～プログラムの概要２～
・micro:bit 二つ目の動作

また、心理的状態は、外的環境（気温、湿度、二
酸化炭素濃度など）によっても影響する。⁂

そこで気象センサーを用いて湿度、温度を計測し、
「不快指数」を算出することにした。Micro:bit１
つ目と同様、シリアル通信ができる。
ちなみに計算式は
「0.81×気温＋0.01×湿度×（0.09×温度ー14.3）
＋46.3」で算出可能。

また、二酸化炭素濃度センサーを利用して二酸化
炭素濃度を計測し、不快度を調べることにした。
こちらも英語で表示

左の図は不快
指数と人体の
影響を表に表
したもの。
micro:bitは、
この表に基づいて
表示する

二酸化炭素
濃度も同様。

５．プログラムの作成
結果を踏まえて、論文から心理的環境に代わる新たな指標がな

いか探した。すると、「外的環境（自然環境）」が心理面に影響
するという論文を見つけた。そこで、micro:bit を二台用いて、心

の悩みを心理的状態面、外的環境面からアプローチ、「見える
化」出来る装置を作った。また、それだけでなく、PCとのシリア

ル通信を行うことで、「データ」として残すことができるように
もした。データとして残すことによって、専門家にデータを転送
することができる。それに加え、今回のアンケートの結果だけで
は見えてこなかったあらゆる結果を得ることができるかもしれな
いのではないかと考えた。

６．プログラムを使った結果、考察、今後の展望
・プログラムがすべて英語表記のため、日本人のような英語を母語としない人にとっては使いづらいプログラミン
グになってしまった。OLEDが日本語非対応だったため、日本語表記もできるように改良したい。
・PCとのシリアル通信をすることができた。さらに、PCのシリアル通信で得たデータを、0.5秒毎に記録した
数値を、Excelに保存することができた。

・アンケートの結果を多角的な視点から考察し、結果を精密に分析することができた。また、アンケートの結果を
プログラムに生かすことができた。
・最後に、自殺者を減らす試みをする特定非営利活動法人 BONDプロジェクトを
紹介したい。Bondプロジェクトによれば、コロナ禍による相談者の多くは
自分の居場所がないと感じる事による自殺だそうだ。誤解しないで頂きたい。
このプログラムはBondの出す右の表でいう支援を求める原動力に過ぎない。
居場所を作ることがプログラムの役目でない。それは私たち一人一人の役目であると思う。
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micro:bit二つ目のシリアル通信の様子。
数値xはセンサに流れている電圧、数値yは、
二酸化炭素濃度（ppm）数値zは不快指数

文字が小さいが
左は、PCで得たシ
リアル通信をExcel
に保存し、word文

章で表にした物の
一部。

一つ目のプログラム https://makecode.microbit.org/_ez4dMbF07Rkg

二つ目のプログラム https://makecode.microbit.org/_cHjKoVKMoher


